
はじめに

鳥獣害対策スペシャル

１ イノシシ有害捕獲の実情

農作物被害対策のためのイノシシ捕獲は、加害群及び繁殖年齢に達した個体を
狙って戦略的に実施することが重要です。地域ぐるみで戦略を練り、量（捕獲頭
数）のみならず、質（農作物に加害する個体を確実に仕留めること）を追求しま
しょう。

その根拠として…

イノシシの有害捕獲個体の大部分は「捕獲しやすい時期における」「捕獲しやすい個
体（幼獣）」であり、十分な被害防止効果が得られていないのが実情です。

そこで…

・江口は「1998年から2008年までの10年間で全国のイノ
シシ捕獲頭数は4.5倍に増えたが、農作物被害は減らな
かった」と報告しています1）。この傾向はいまだ変わっておら
ず、捕獲が対策として十分に機能していないと考えられま
す。

・イノシシは性成熟（２歳）までに大部分が死亡するため、
それ以前の個体の捕獲は被害防止効果が低いとされます。
佐賀県で実施された捕獲個体の体重調査では、確実に
性成熟後とみられる40kg以上の個体はわずか13％だっ
たと報告されています2）。

・愛知県内においても、月別の有害捕獲実績（2016
年）をみると、出産、育児期に当たる６〜10月の捕獲頭
数が年間の約65％を占めており(図１)、繁殖に関与する
前の幼獣が多く捕獲されていると推察されます。

• 農地を利⽤する個体群を確実に仕留める
• 繁殖個体を含む群れごと捕獲を狙う
• 誘引効率の⾼いわなを利⽤する
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図1 愛知県内のイノシシ捕獲頭数の月別
⽐率（2016年度、有害捕獲及び個体
数調整で合計6,698頭捕獲）

２ 戦略的な捕獲「３箇条」
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それぞれを詳しく解説します。

•親子連れの幼獣のみを捕獲してしまわないようにすることが重要です。
しかし…

•群れごと捕獲は難易度が⾼く、１頭も捕獲できない可能性があります。

（１）農地を利⽤する個体群を確実に仕留める

•山奥での100頭よりも農地付近での1頭の方が効果的です。
•農地に近い林縁部で集中的に捕獲しましょう（図2）。

図２ ⼭梨県北杜市におけるイノシシＧＰＳ調査の結果（本⽥ら3））
●農地に出没する個体（農地利⽤個体） ○農地に出没しない個体
（出展︓環境省．イノシシの保護管理に関するレポート（平成25年度版））

（２）繁殖個体を含む群れごと捕獲を狙う

・⼭梨県が実施したイノシ
シのＧＰＳ調査では、農
地を利⽤する個体群と
まったく利⽤しない個体群
に分別され、農地利⽤個
体群の⾏動圏の75％は
林縁から200m以内だっ
たと報告されています（図
2）3）。

図３ はこわな（鉄檻）における成獣
と幼獣の侵入率

（2018年６〜９月、農業総合試験場）

５〜９⽉と10〜４⽉で作戦を切り替えましょう︕

①授乳期の幼獣が多い５〜９⽉は仕掛けの⾼さを50cm以上とし、群れご
と捕獲を目指す。

②９⽉までに群れごと捕獲に成功しなかったら、10〜４⽉は仕掛けの位置
を変更し、捕れる個体を捕獲（当年産子を⽣き残らせないために）。

・農業総合試験場（⻑久⼿市）で実施した調査の
結果、幼獣と成獣とでわな（鉄檻）に対する反応が
異なり、幼獣はすぐに侵入するが成獣は全く侵入しま
せんでした（図３）。

・仕掛け（蹴り糸）の作動状況を調査したところ、高さ
40cm以下では幼獣のみを捕らえる結果となり、成獣
にわなの危険を学習させる可能性が高いと考えられま
した（データなし）。

・授乳期に当たる生後100日まで4）の幼獣のみ捕獲
は強制離乳となり、年複数回の出産を招く可能性が
あります。



（３）誘引効率の⾼いわなを利⽤する

農業総合試験場での調査結果からも、県内で広く使⽤される鉄製の捕獲
檻（はこわな）による繁殖個体（成獣）の効率的な捕獲は困難とみられま
す。そこで、より誘引効率が⾼いわなの利⽤も検討しましょう。

・岡崎市在住で農林⽔産省認定の農作物野生⿃
獣被害対策アドバイザーである成瀬勇夫さんが開
発した竹製の捕獲檻（図４）は警戒心を抱
かせにくく、特に設置初年度は捕獲実績が優れてい
ました5）。

※「知ってとくとく獣害対策 名人・成瀬さん
の竹檻づくり」が愛知県公式ウェブサイト
（農業⽔産局農業振興課）に掲載され
ています。 図４ 岡崎市のアドバイザー、成瀬氏が⼿

掛ける竹檻

・農業総合試験場による調査の結果、鉄檻のはこわなに⽐べ「おりべえ」（図５、農業総合試験場
他が開発した囲いわな）では誘引効率が改善されました（図６）。
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図６ はこわなと「おりべえ」におけるわなへの侵入
率（成獣、幼獣）
（2018年６〜９月、農業総合試験場）

図５ 「おりべえ」（平成29年度に瀬⼾市
で導入されたもの）

☆「おりべえ」のメリット
•餌誘引が容易で確実に捕獲できる。
•サイズが大きく群れごと捕獲の可能性が高まる。
•捕獲個体があまり暴れないので、食肉活⽤おける優位性が期待できる。

★デメリット
•サイズが大きく場所を取り、野生獣の動向に合わせた移設が困難。
•機構が複雑で管理に⼿間が掛かり、不具合の発生が多い。
•価格が高い（総合対策「ＩＣＴパック」による100万円を想定）。
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餌誘引による捕獲が困難な場合は、くくりわな（図７）の導入も検討し
ましょう。 ※ただし、安全性確保が重要
・餌誘引が不要で、特にシカの捕獲⽅法としては全国的に主流です。イノシシはひっきりなしに鼻で地面
を掘るので、シカに⽐べると難易度が高いと⾔われます。

・豊根村では2009年度から地域ぐるみでシカのくくりわな捕獲に取り組み、捕獲実績が急増しました6）。
・農業総合試験場では⽴⽊がない場所でもくくりわなを設置することができ、捕獲後にワイヤーロープを絡
め取って安全で容易に殺処分できるようになる補助具「からまる棒」を開発、実証しました（図８）7）。

図７ くくりわな
（南信⽕薬販売（株）「笠松式わな」）

図８ くくりわな補助具「からまる棒」

３ 道具や手法よりも「人」が重要
こまめに誘引餌を配置するなど、わなをきちんと管理することはなによりも
重要です。

・農業総合試験場での調査の結果、わな付近でのイノシ
シ撮影頭数は餌配置から日数が経過するにつれ明確に
減少しました（図９）。捕獲実績を上げるためには、こ
まめな誘引餌の管理が重要であるといえます。

・地域住⺠と狩猟免許保持者の協⼒体制で取り組む
「有害⿃獣捕獲における狩猟免許を有さない捕獲従事
者容認事業（環境省）」で地域ぐるみの捕獲を実
施すれば、わなの管理状態が改善につながります6）。 図９ 新たな餌配置後からの経過日数が1日

当たり撮影頭数に及ぼす影響
（2018年６〜９月、農業総合試験場）
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